
理科薬品等の取扱いに関する手引（四訂版）新旧対照表

改 正 後 （平成30年２月） 改 正 前 （平成26年３月）

p２ 第１ 危険な薬品 p２ 第１ 危険な薬品

３ 学校にありうる危険な薬品 ３ 学校にありうる危険な薬品

「毒物及び劇物取締法」、「消防法」によ 「毒物及び劇物取締法」、「消防法」によ

る危険な薬品のうち、学校にありうるものは る危険な薬品のうち、学校にありうるものは

次表のとおりであるが、学校によっては、こ 次表のとおりであるが、学校によっては、こ

れら以外の危険な薬品が保管されている場合 れら以外の危険な薬品が保管されている

もあることから、留意すること。なお、薬品 場合もあることから、留意すること。

の情報については、「安全データシート（Ｓ

ＤＳ）」※１等を利用し、管理・保管はもち

ろん、実験での適切な使用に努めること。

危険性 危険性
品 名

分 類 性質・作用等
品 名

分 類 性質・作用

亜鉛（粉末） ・ 第２類 還元性、発火性 亜鉛（粉末） ・ 第２類 還元性

※１ ｢化学物質排出把握管理促進法｣のもと、薬品の性質 ※１ 36％以上のものが第６類の危険物に指定されている
や取扱いに関する情報を記載したもの ※２ 90％以上のものが第６類の危険物に指定されている

※２ 36％以上のものが第６類の危険物に指定されている
※３ 90％以上のものが第６類の危険物に指定されている

p６ 第２ 薬品の取扱い p６ 第２ 薬品の取扱い

２ 薬品の管理・保管 ２ 薬品の管理・保管

（1） 管理上の遵守事項 （1） 管理上の遵守事項

イ 薬品は購入・使用等の都度、受払・点 イ 薬品は購入・使用等の都度、受払・点

検記録簿に使用量等を記録すること。 検記録簿に使用量等を記録すること。

（略） （略）

(ｲ) 毒物及び劇物にあっては少なくとも月 (ｲ) 毒物及び劇物にあっては少なくとも月

ごとに、一般薬品は少なくとも６か月ご ごとに、一般薬品は月又は学期ごとに、

とに、すべての薬品を実測し現在量と受 すべての薬品を実測し現在量と受払・点

払・点検記録簿の重量に不符合がないか 検記録簿の重量に不符合がないかどうか

どうかを複数の教員等で点検、確認のう を複数の教員等で点検、確認のうえ、「理

え、「理科薬品等点検確認票（様式３）」 科薬品等点検確認票（様式３）」により

により物品管理主任及び校長等の検印を 物品管理主任及び校長等の検印を受ける

受けること。 こと。

ただし、使用頻度の低い薬品について

は、当該容器を封印することによって、

目視による点検のみとし、薬品の現在量

を実測しなくてもよい。なお、容器の封

印は、下図を参考に、担当者が割印をす

るとともに、容器が開けられたときにテ

ープが破れるなどして確認できるように

すること。また、過去３年間封印してい



る薬品は、速やかに破棄すること。

液体薬品が入った試薬瓶 固体薬品が入った試薬瓶

封印の例

（2） 保管上の遵守事項及び留意点 （2） 保管上の遵守事項及び留意点

ア 薬品は安全収納の工夫をして保管する ア 薬品は安全収納の工夫をして保管する

こと。 こと。

（略） （略）

(ｳ) 薬品庫の施錠に用いるダイヤル鍵の暗

証番号については、暗証番号の漏洩を防

ぐ観点から、少なくとも１年おきに変更

すること。

p９ 第２ 薬品の取扱い p８ 第２ 薬品の取扱い

３ 廃液の処理、薬品の廃棄 ３ 廃液の処理、薬品の廃棄

（2） 危険な薬品の廃棄 （2） 危険な薬品の廃棄

ア 廃棄の考え方 ア 廃棄の考え方

過去３年間使用していない薬品について 長期間保管されている危険な薬品で、今

は、速やかに廃棄する。廃棄に当たっては、 後も使用の見込みがないものについては速

毒物及び劇物取締法及び同法施行令（第４ やかに廃棄する。廃棄に当たっては、毒物

関係法規・通達等を参照）における廃棄等 及び劇物取締法及び同法施行令（第４関係

の基準により行わなければならない。また、 法規・通達等を参照）における廃棄等の基

水質汚濁防止法、大気汚染防止法、廃棄物 準により行わなければならない。また、水

の処理及び清掃に関する法律、海洋汚染等 質汚濁防止法、大気汚染防止法、廃棄物の

及び海上災害の防止に関する法律など、環 処理及び清掃に関する法律、海洋汚染等及

境保全関係の法律に従う必要があるため、 び海上災害の防止に関する法律など、環境

保健所と協議の上、その性質に応じて適切 保全関係の法律に従う必要があるため、保

に処理しなければならない。 健所と協議の上、その性質に応じて適切に

処理しなければならない。

p14 第３ 災害・事故等の対策と対応 p14 第３ 災害・事故等の対策と対応

４ その他の事故対策 ４ その他の事故対策

（略） （略）

亜鉛粉末のような発火性物質を湿った状態

で空気にさらすと、発火する恐れがあること

から、空気に触れないよう密封し、可燃物か

ら離して保管するとともに、廃棄する際は、

紙テープをのりづけし、割印

印

印

印



業者委託するなどして適切に廃棄する必要が

ある。

p23 第４ 関係法規・通達等 p22 第４ 関係法規・通達等

７ 通達・通知 第７ 通達・通知

○ 理科薬品等の取扱いについて

○ 「道立学校における学校教材用毒物・劇物

の保管管理について」及び「道立学校におけ

る理科薬品等の管理について」の一部改正に

ついて

p49 第５ その他 p45 第５ その他

２ 質疑応答 ２ 質疑応答

p50



Ｑ３ 点検確認は具体的にどのように行 Ｑ３ 点検確認は具体的にどのように行

うべきか。 うべきか。

Ａ３ 点検確認は、管理責任者を含めた複数の Ａ３ 点検確認は、管理責任者を含めた複数の

教員等で行うこととし、点検対象薬品の使 教員等で行うこととし、点検対象薬品の使

用の有無にかかわらず、すべての薬品の現 用の有無にかかわらず、必ずすべての薬品

在量を実測することとするが、封印した薬 について実測することとし、一人が点検し、

品については、目視による点検のみとし、 もう一人が確認するなどダブルチェックの

薬品の現在量を実測しなくてもよい。 体制による実施としてください。

なお、一人が点検し、もう一人が確認す

るなどダブルチェックの体制による実施と

してください。

Ｑ４ 定期的な点検確認のうち、実測を Ｑ４ 定期的な点検確認のうち、実測を

行う薬品は、前回の点検確認以降に使 行う薬品は、前回の点検確認以降に

用した薬品のみでかまわないか。 使用した薬品のみでかまわないか。

Ａ４ 使用の有無にかかわらず、実測を行うす Ａ４ 使用の有無にかかわらず、すべての薬品

べての薬品について、重量を計測し、台帳 について、重量を計測し、台帳と不符合が

と不符合がないか、確認を行ってください。 ないか、確認を行ってください。

なお、封印した薬品については、目視に

よる封印確認を行ってください。

p51

Ｑ９ 封印した薬品の受払簿への記載

は、どのように行うべきか。

Ａ９ 点検・確認時の記載方法は、質疑応答の

Ａ２に示した記載例を参考としてくださ

い。



p53 第５ その他 p48 第５ その他

３ 危機対応マニュアル ３ 危機対応マニュアル

p54 p49



p55 p50


